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現在、中学３年生の朝倉一太さんは小学校６年生から、お椀づくりに取り組んできました。当初は紙粘土を

お椀の形にするところから練習をはじめ、中学に入り本物の粘土で陶芸に挑戦してきました。形に合わせ両

手に力を入れて「どんなカタチになるかな？」と手のひらで感触を確かめながらお椀の形を作りました。実

際に窯の見学にもいきました。「これ(窯)でやくんだ。うまくできるといいな。」と陶芸小屋の雰囲気を感じ

ているようでした。昨年３月に素焼きができあがり、磨いて形を整えたあと、９月に色付けをおこないました。

そして、ついに１０月、一太さんの３年越しの夢が詰まったお椀が完成しました！完成したお椀を「きゃんば

す」でお披露目すると、一太さんは全身に力を入れて「うー‼」と喜びを伝え満足そうに笑っていました。自

分で作ったお椀で食べるご飯は、いっそう美味しく感じるそうです。

今年の４月から高等部に進学する一太さん。これからも一太さんらしく楽しみながら挑戦し、いろいろな

経験を積んで欲しいと思います。

小6

まずは紙粘土で練習スタート ツルツルになーれ！

中2

仲良し文太さん(弟)と一緒に、

朝カレー！

現在、第2作目 作成中！

中3

どんな風に仕上がるかなー

中3

うまく色をつけるぞー！

中3

本物の土はかたーい！！

中1

今回の「Doing Now!」は、放課後等デイサービスセンター「きゃんばす」の朝倉一太さんが

３年越しに取り組んでいる「一太'S Only椀」についてご紹介したいと思います。



　　　　　児童

　３月は旅立ちの季節。
今年度、地活児童に通ってくださった19組
の親子さんたちも、それぞれの場所へと巣
立っていきます。
「お話が苦手だったあの子。」
「お友達と上手に遊べなかったあの子。」
「泣いてばっかりだったあの子。」
みなさんたくさん遊んで、いろいろな活動
や行事も経験しました。
とびきりの笑顔でたくさん溢れ、
大きく大きく成長されました。

運動会…玉入れ、サーキット、おせんべい
くい競争…。いっぱいいっぱいがんばりま
した。地活成人メンバーさんが「がんばっ
たねメダル」を作り、プレゼントしていた
だきました。

クリスマス会…サンタさんがプレゼントを
もってみんなのところに来てくれました。
みなさんで食べたケーキ、おいしかったで
すね。生まれて初めてケーキを食べられた
お子さんもいました。

年賀状作り…絵の具で、スタンピング。自
分で作った年賀状をポストに投函しに行き
ました。

　
　

成人
＜下延沢自治会 なんでも文化展＞

今年も自治会からのお誘いを頂き、メンバーの

作品を出展させて頂きました！今後も繋がりを

深めていきたいと思います。よろしくお願いし

ます！

＜調理プログラム＞

メンバーからの提案で、月に１回の調理プログ

ラムを行っています。クリスマス会では、りん

ごのカップケーキを作り、簡単で美味しいと大

好評でした。

＜ちいきふくし博＞

２/４～８日まで南足柄市役所アトリウムで第

１３回目となるちいきふくし博を開催しまし

た！約６００名の来場があり、絵画のコンクー

ル（テーマ：みんなの金メダル）、展示作品、

物販等を足柄上地域のゆるキャラたちと行い、

多くの方に関心を持っていただくことができま

した。

参加、協力してくださった皆様、来場いただい

た皆様、ありがとうございました！

足柄上郡・地域活動支援センター

ひまわり

相談室より

厚生労働省より地域の相談支援体制の充実と強化に向けた取り組みが示されて、1年が経ちました。その

中に、モニタリング実施標準期間の見直しがあります。モニタリング期間が１年から６か月になった方、

６か月から３ヶ月になった方もいらっしゃると思います。これは、ご本人の状況に応じた適切な頻度でモ

ニタリングを行うことにより、相談支援の質を向上させる目的があります。太陽の門相談室も適切な頻度

でモニタリングを実施することで、新たなニーズや状況・気持ちの変化などを確認して、ご本人の夢や希

望した生活が実現できるようお手伝いをさせていただいています。

今後も、相談員が、ご本人・ご家族、サービス提供事業所および関連機関に、足を運ばせていただきま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。



デイサービスでは制作活動として、季節や月のイベントに合わせた作品を作り、

太陽の門の玄関やホールに飾っています。

12月はお正月飾りとして干支だるま作り、1月は書初めに挑戦し、「お正月」を

テーマにした制作活動を行いました。

干支だるま作りでは、みなさんが思い思いにネズミの顔を描き、体にはそれぞれ

の目標などを描いていました。

書初めは「今年の目標」や「どんな1年を過ごしたいか」を色紙に一文字で表現し

ていただきました。みなさんの書を飾ったデイルームは、まるで書道展さながらの

迫力がありました。

令和初のお正月

きゃんばすの事始めは、今年一年の願いを込めて“絵馬”を制作しました。

縁起物の獅子舞はお子さんの手形で描き、かぶ・人参・キュウリなどの野菜をスタンプにして華やかな

模様をつけました。手のひらに絵の具を塗ると「なんだろ？どうやるのかな？」と慣れない感触に不思

議そうに手元を見つめるお子さんや、「これおもしろいね」と野菜をぎゅっと握り、満足そうな笑顔で

スタンプするお子さんもいました。

今年もたくさん遊んで、たくさん笑って、お子さんの“できた！”“いいね！”を増やせるように応

援していきます。

ぺったん

うまく

できた！



　

   

　 　

　今回は、サンリオピューロランドやアンパンマンミュージアムなどのテーマパークにお出か

けする事が大好きな小牧彩香さんを紹介いたします。

　幼い時からキティちゃんやアンパンマンなど可愛いキャラクターたちが大好きで、ご家族と

もよく遊びに行かれていたそうです。

　お出かけする際は、その時の季節に合ったイベント（ハロウィンやクリスマス等）を狙っ

て、お出かけの計画を立てています。何度も行ったことがある場所でも、季節によって雰囲気

や楽しみ方が違い、毎回新鮮な気持ちで楽しまれています。

　現地での一番の楽しみは、「イベント限定メニューを食べる事！」とお話しされている彩香

さん。次はイースターイベントに向けて計画を立て、今から楽しみにされています！

来年 4月15日に東京ディズニーランドで新しいエリアが拡張されますね。今回のような大規模な拡張は、開園以来

初めての事だそうです。新エリアは経路の段差を少なくし、沢山の方が楽しめるようバリアフリー化の推進もされている

との事です。毎年のように遊びに行かれている方も、開園以来、何十年も行かれていない方も、新しい魔法の世界を

チェックしてみてはいかがでしょうか？

「ディズニーランドは、永遠に完成しない。世界に想像力がある限り、成長し続けるだろう」Byウォルトディズニー

昨年の１２月から「地域

支援センターひまわり」に

入職しました。

初めてのことばかりで、

慣れないことばかりですが、

一つひとつ頑張っていきた

いと思います。

よろしくお願いします。

志村 萌依

今年の1月からデイ

サービスの運転手とし

て勤務しています。

利用者様に「安心・

安全の送迎」サービス

を提供するよう努めて

いきます。

よろしくお願いいた

します。

小幡 信幸

ヘルパーステーション


